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創
刊
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
の
現
在
地
」
に
設

定
し
た
。
本
誌
が
『
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
』
と
銘
打
っ
て
い
る
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
が
、
創
刊
号
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
思
い
切
っ
て
大
き

な
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
の
現

在
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
軌
跡
や
現
在

を
、
具
体
的
な
事
例
研
究
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
理
論
的
考
察
や

方
法
論
的
議
論
も
含
め
、
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
の
現
在
地
」
を
問
う

論
考
を
寄
稿
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
企

図
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ
い
て
、
本
誌
の
会
員
に
原
稿

を
募
り
、
本
特
集
が
編
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
本
特
集
が
、
ス
ポ
ー
ツ

文
化
研
究
の
可
能
性
を
拡
げ
る
た
め
の
序
曲
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

＊
　
＊
　
＊

　
ス
ポ
ー
ツ
が
文
化
の
一
部
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
る
（
1
）

。

　
一
九
六
〇
年
代
中
期
以
降
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
世
界
的
な
規
模
で
の

現
象
と
な
り
、
世
界
共
通
語
に
な
っ
た
（
2
）

。
一
九
六
〇
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ロ
ー
マ
大
会
で
は
初
め
て
テ
レ
ビ
放
映
が
な
さ
れ
、
こ
の
大

会
で
は
ド
ー
ピ
ン
グ
が
公
的
問
題
に
な
っ
た
。
同
じ
年
、
旧
西
ド
イ
ツ

は
、
国
家
的
施
策
と
し
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
プ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
の
施
設
整
備
計
画
の
実
施
に
着
手
し
、
一
九
六
六
年
に
は

「
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
憲
章
」
を
採
択
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
五
九

年
に
将
来
の
レ
ジ
ャ
ー
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
の
野
外
活
動
資

源
調
査
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
日
本
に
お
い
て
も
一
九
六
一
年
に

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
」
が
成
立
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
七
五
年
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
評
議
会
で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ア
・
オ
ー
ル
憲

章
」
、
一
九
七
八
年
に
ユ
ネ
ス
コ
で
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
国
際
憲
章
」

が
採
択
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
欧
米
の
国
家
や
国
際
機
関
に
お
い
て
ス

ポ
ー
ツ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
か
、
「
ス
ポ
ー
ツ
は
文
化
で
あ
る
」
、

「
文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」
と
い
う
旗
印
の

【
特
集
の
趣
旨
】

ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
の
た
め
に

尾
川 

翔
大
（
日
本
体
育
大
学
）
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も
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
文
化
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
謳
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
影
響
力
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
そ
こ
に
社
会
と
文
化
が

投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
ス

ポ
ー
ツ
が
思
索
の
対
象
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識

が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
二
〇
世
紀
後
半
に
か
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す

る
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
を
「
考
え
る
」
こ
と
が
魅
力
的
な
こ

と
で
あ
る
と
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
今
日
、
地
球
規
模
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
（
特

に
近
代
ス
ポ
ー
ツ
）
の
登
場
は
、
か
つ
て
の
植
民
地
主
義
と
無
縁
で
は

な
く
、
軍
事
力
と
政
治
経
済
力
を
背
景
と
し
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
、
ラ

グ
ビ
ー
、
陸
上
競
技
な
ど
を
は
じ
め
と
し
、
多
く
の
近
代
ス
ポ
ー
ツ

は
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
欧
米
社
会
、
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
で
ル
ー

ル
化
、
組
織
化
さ
れ
、
主
に
一
九
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
二
〇
世
紀
前
半

に
か
け
て
世
界
各
地
に
伝
え
ら
れ
た
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
植
民
地

行
政
官
、
駐
屯
軍
人
、
貿
易
商
人
、
宣
教
師
な
ど
と
し
て
世
界
各
地
に

居
留
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
人
び
と
を
媒
介
者
と
し
て
、
近
代
ス
ポ
ー

ツ
が
世
界
各
地
に
伝
播
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
（
3
）

。

　
た
だ
、
ス
ポ
ー
ツ
が
文
化
研
究
の
対
象
と
し
て
確
か
な
地
位
を
占
め

た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
的
影
響
力
が
増
し
て
か
ら
で
あ
る
。
例

え
ば
、
寒
川
は
、
一
九
八
五
年
に
出
版
さ
れ
た
Ｋ
・
ブ
ラ
ン
チ
ャ
ー

ド
と
Ａ
・
チ
ェ
ス
カ
に
よ
る T

he A
nthropology of Sport : A

n 
introduction 

（
4
）

よ
り
前
の
文
化
人
類
学
で
は
、
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を
含

む
広
い
意
味
で
の
ス
ポ
ー
ツ
を
文
化
の
一
部
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の

研
究
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
体
系
化
は
志
向
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
と
い
う
（
5
）

。
そ
れ
は
単
発
的
で
あ
り
、
運
動
競
技
や
「
ス

ポ
ー
ツ
」
は
、
民
族
誌
的
記
録
に
お
い
て
中
心
的
関
心
と
し
て
は
稀
に

し
か
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
6
）

。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
文
化
諸
要
素
の
中
で
も
と
り
わ
け
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
位

置
に
お
か
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
学
問
や
研
究
の
正
当
な
対
象
と
は
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
経
て
、
岸
野
が
「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
そ

れ
を
行
う
こ
と
自
体
の
興
味
や
魅
力
か
ら
だ
け
で
な
く
、
学
問
の
対

象
と
し
て
注
目
さ
れ
追
求
さ
れ
は
じ
め
た
」
（
7
）

と
宣
言
し
た
の
は
、

一
九
七
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
後
半
の
ス
ポ
ー
ツ
の
隆
盛

は
著
し
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
的
進
出
と
そ
の
勢
力
は
目
覚
ま
し
い
も

の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
確
か
な
成
果
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
単
発
的
で
あ
れ
、
文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
を
探
求
の
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
た
魅
力
的
な
場
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
八
一
年
に
筑
波
大
学

で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
見
世
物
と
祝
祭
の
人
類
学
」
が

あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
山
口
昌
男
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
の
だ

が
、
こ
こ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
九
つ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
一
二
の
研
究
発
表
の
う
ち
、
五
つ
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
人
類
学
的
な
視
点
か
ら
取
り
あ
げ
た

の
は
、
Ｊ
・
マ
カ
ル
ー
ン
、
Ｒ
・
ダ
・
マ
ー
タ
、
Ｄ
・
ハ
ン
デ
ル
マ

ン
、
山
口
昌
男
、
青
木
保
で
あ
っ
た
（
8
）

。
こ
こ
で
の
議
論
で
共
通
し
て

い
た
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
一
つ
の
確
立
し
た
宇
宙
的
秩
序
を
持
ち
、

表
層
に
お
い
て
は
捉
え
難
い
世
界
の
深
層
に
潜
む
秩
序
を
象
徴
し
、
文
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化
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と
を
明
る
み
に
出
す
こ
と

で
あ
っ
た
。
文
化
人
類
学
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
文
化
と

し
て
の
意
味
の
深
層
を
探
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
冷
戦
構
造
の
解

体
、
そ
れ
に
続
く
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

化
と
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
は
今
日
へ
と
連

な
る
地
殻
変
動
を
開
始
し
て
い
た
。
社
会
の
近
代
化
と
と
も
に
ス
ポ
ー

ツ
と
い
う
文
化
を
生
み
だ
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
に
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
象
徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
与
え
て
ス
ポ
ー
ツ
が
文
化
の

理
想
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
始
め
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
（
特

に
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
現
代
社
会

に
相
応
し
い
文
化
に
仕
立
て
あ
げ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
文
化
の

享
受
の
仕
方
に
変
化
を
迫
る
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
ス

ポ
ー
ツ
は
産
業
化
す
る
と
と
も
に
資
本
主
義
社
会
と
し
て
成
熟
し
て
い

く
社
会
で
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
日
、
地
球
上
の
あ
ら

ゆ
る
国
と
地
域
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
拡
大
す
る
新
自

由
主
義
経
済
の
荒
波
に
直
面
し
て
い
る
。
新
自
由
主
義
下
の
ス
ポ
ー
ツ

の
世
界
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
「
文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い

う
言
葉
は
ど
の
よ
う
な
内
実
を
伴
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
叫

ば
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
は
文
化
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
も
力
を
失
っ
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
ら
は
今
、
「
ス
ポ
ー
ツ
は
商
品
だ
」
で
あ

り
、
「
商
品
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
（
9
）

。
ス
ポ
ー
ツ
論
、
そ
の
文
化
論
を
欠
く
ス
ポ
ー
ツ
は
、
無

味
乾
燥
な
消
費
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
を
軸
と
し
て
、
現
代
社
会
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
影
響
力
の
大
き
さ
は
、
益
し
続
け
て
い
る
。
ス

ポ
ー
ツ
が
巨
大
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
形
成
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
世
界
政
治
や
世
界
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に

な
り
、
現
代
を
生
き
る
人
び
と
に
と
っ
て
切
り
離
し
が
た
い
存
在
に

な
っ
て
い
る
。
競
技
や
身
体
活
動
に
実
体
化
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
み
で

は
な
い
。
飲
食
物
や
着
用
物
、
さ
ら
に
は
ボ
デ
ィ
・
イ
メ
ー
ジ
を
は
じ

め
と
し
、
す
で
に
日
常
生
活
の
様
々
な
局
面
が
資
本
と
一
体
化
し
た
ス

ポ
ー
ツ
的
要
素
で
染
色
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
る
と
き
、
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
と
、

そ
の
成
果
か
ら
の
発
言
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
う
る
の
だ
ろ
う

か
。
肥
大
化
し
続
け
る
現
代
ス
ポ
ー
ツ
は
、
文
化
的
な
内
在
的
発
展
の

成
果
と
し
て
で
は
な
く
、
政
治
と
経
済
の
外
在
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

揺
ら
ぎ
続
け
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
文
化
は
人
間
と
社
会
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
と
価
値
を
創
出
し
う
る
の
か
。
新
し
い
価
値
を

生
み
出
し
て
い
く
た
め
に
、
現
在
の
価
値
の
軸
、
つ
ま
り
自
明
性
を
疑

い
、
反
省
し
、
批
判
し
、
違
う
価
値
の
軸
の
可
能
性
を
探
求
し
、
ブ
リ

コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
長
け
た
人
び
と
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
力
」
（
10
）

を

提
示
し
続
け
る
。
こ
こ
に
ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
の
存
在
理
由
の
一
つ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
基
盤
作
り
に
資
す
る
可
能
性
を
も
本
特
集
に

見
い
だ
し
た
い
。



スポーツ文化論のために9

註
・
引
用
お
よ
び
参
考
文
献

（
1
）	
宇
佐
美
隆
憲
「
格
闘
技
」
『A

E
RA

 M
ook

　
文
化
学
が
わ
か

る
。
』
朝
日
新
聞
社
、
第
七
七
号
、
二
〇
〇
二
年
、
四
九
頁
。

（
2
）	

高
橋
幸
一
『
ス
ポ
ー
ツ
学
の
ル
ー
ツ
―
―
古
代
ギ
リ
シ
ア
・

ロ
ー
マ
の
ス
ポ
ー
ツ
思
想
』
明
和
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、

三
八
〇
頁
。

（
3
）	

ア
レ
ン
・
グ
ッ
ト
マ
ン
著
、
谷
川
稔
・
石
井
昌
幸
ほ
か
訳

『
ス
ポ
ー
ツ
と
帝
国
―
―
近
代
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
帝
国
主
義
』

一
九
九
七
年
、
昭
和
堂
。

（
4
）	K

endall B
lanchard and A

lyce T
aylor C

heska. T
he 

Anthropology of Sport: An Introduction. B
ergin &

 G
arvey. 

1985

（
ケ
ン
ダ
ー
ル
・
ブ
ラ
ン
チ
ャ
ー
ド
、
ア
リ
ス
・
タ
イ

ラ
ー
・
チ
ェ
ス
カ
著
、
大
林
太
良
監
、
寒
川
恒
夫
訳
『
ス
ポ
ー

ツ
人
類
学
入
門
』
大
修
館
書
店
、
一
九
八
八
年
）
。

（
5
）	

寒
川
恒
夫
「
ス
ポ
ー
ツ
人
類
学
」
『
二
一
世
紀
ス
ポ
ー
ツ
大
事

典
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
二
三
二
頁
。

（
6
）	N

oel D
yck and H

ans H
ognestad. A

nthropological 
Perspectives and The Sociology of Sport. In Routledge 
H

andbook of the Sociology of Sport. Richard. G
iulianotti 

(ed.) .  Routledge. 2015. p.123.

（
7
）	

岸
野
雄
三
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
と
は
何
か
」
朝
比
奈
一
男
・
水
野

忠
文
・
岸
野
雄
三
編
『
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学
的
原
理
』
大
修
館
書

店
、
一
九
七
七
年
、
七
九
頁
。

（
8
）	

浦
山
勇
之
輔
「
一
九
八
一
年
筑
波
大
学
会
議
「
見
世
物
と
祝
祭

の
人
類
学
」
」
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
通

信
』
第
四
五
号
、
一
九
八
二
年
、
二
三
―
二
四
頁
。

（
9
）	

佐
伯
年
詩
雄
「
現
代
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
眼
差
し
」
菊
幸
一
・
清
水

諭
・
仲
澤
眞
・
松
村
和
則
編
『
現
代
ス
ポ
ー
ツ
の
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
一
八
―
一
九
頁
。

（
10
）	

青
木
保
「
『
文
化
力
』
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
」
『Peace and 

culture

』
第
八
巻
第
一
号
、
二
〇
一
六
年
、
四
―
六
頁
。


